
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

53 おろげの死に夢 3月度 大赤見ノヴ 16 18 17 17 17 85 今やナナフシギchのプロデューサーの二つ名となった「おろげ」。
スタジオで「いや、おろげやないかい！」とサラッとツッコミフ
レーズで私から出たという事はそれだけインパクトが強かったんだ
と思います。ただ、おろげだけじゃないんです。対を成すユウマの
少年ジャンプのヒーロー感。キャラ起ってるんですよね。学園物で
教師が魔物化する事は多々あれど、メジャー作品ひっくるめて「お
ろげ」は私の中で一位です？

53 おろげの死に夢 3月度 吉田猛々 19 20 18 18 19 89 引児に続き、インパクトのある「おろげ」という存在。不安を残す
ようなラスト、一筋縄では終わらないよという楔、圧巻な一作で
す。

53 おろげの死に夢 3月度 毛利嵩志 18 18 12 15 20 83 主人公は高校生。学園が舞台ということもあり、どこかライトノベ
ル調で斬新さという点では今ひとつですが、残虐シーンや最後の意
外なひとひねりなどは手堅くまとまっています。好き好きですが、
このようなエンタメ路線を評価する読者も多数いらっしゃるでしょ
う。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員A 18 16 20 20 18 92 2024年のナナフシギを象徴する流行語、『おろげ』が誕生した瞬間
ですね。流行語は何かがきっかけにならないと生まれない。もし、
神崎さんがこの作品を出さなかったらナナフシギチャンネル自体、
全然違う世界線に進んでいたかもしれない。それくらい影響力のあ
る作品だと思っています。もちろん、話の内容もしっかりしている
ので、総合的に得点は高くなっています。実写化した最後は高木先
生の自宅が燃えてしまうシーンで終わるんだろうなって想像しまし
た。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員B 15 14 16 12 14 71 あらためて、しっかり怖くて面白い話でした。人間の気持ち悪さが
でていて、展開もワクワクさせるように進んでいき香山ばあちゃん
が解決する。しかし、おろげの負の力は人から人へと伝わり恨み、
憎しみによってまた力を増す。それと、今年のナナフシギには切っ
ても切り離せない名前におろげはなっちゃいましたね。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員C 18 19 19 18 19 93 早く続きを知りたく一気に読み進みました！元凶はおろげですか、
転校生のユウマ君は人知れず悪と戦うヒーローですねそれと霊力が
強い婆ちゃんも頼もしく良いキャラクターでした　夢だとしても目
の前でクラスメイトが無惨にやられてしまうのはただただ恐怖です
描写も詳細に書かれており、怖かったです　一見落着と安心してい
たらまさかのまた一展開ありと最後までハラハラしたので真新しさ
もありと全体的な評価は高めとなりました。この続きがあるならば
また是非読みたいです。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員D 19 17 15 17 17 85 何度読んでも完成度が高い。「おろげ」という圧倒的な負の塊の存
在に立ち向かう高校生の青春的な要素もあり、気持ち悪い担任が徹
底的にネガティブな存在として描かれていること、陰と陽という相
対する描写がわかりやすくとても良い。最終的に、元々の担任の死
産という悲劇で締めくくられる結末が終わりのない絶望に突き落と
されて終わるのは好き嫌い分かれるかもしれませんが、個人的にこ
ういう存在が完全に消滅することはないと思っているのでここでは
ないところでも存在し、人を不幸にし続けているような気がしま
す。全く同じではなくても、似たようなものは本当に存在している
と思わせる不気味な終わり方でとても興味深い話でした。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員E 20 20 20 20 20 100 再度読んでも読み応えがありました。タイトルにもなっている「怨
濾化（おろげ）」というネーミングが素晴らしいです。「恨みつら
みをこじらせた人間」が身近にも居たりするので…心配です笑。誰
もがおろげに憑りつかれる危険が有るという匂わせで終わっている
のも良かったです。続編や映像化が出来る作品だと思いました。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員F 19 16 17 17 17 86 これも非常に印象に残るお話です。夢の中とはいえ、友人達が次々
と頭を擦り切られたり、体を雑巾のように捻り絞られていく様はこ
の上ない悪夢に違いない。そして、それらがただの夢ではなく、現
実とリンクしていて友人達が命を落としていくのは恐怖でしかな
い。おろげという存在が恨みつらみをこじらせた人間が生み出す悪
意と呪いの塊で、やがてはそれを生み出した人間自身が取り込まれ
ていくというのは怖さと共に悲しみも感じます。ハルミ達の日常の
会話の中ではユーモアも感じられますし、最後は担任の高木先生ま
でもがまさかのおろげに…という展開に意外性もあって、全体的に
高評価で非常に面白い作品でした。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員G 16 15 15 10 15 71 ライトな学園ものの怪談かと思いきや、なかなか濃厚な怖さてんこ
盛りなお話しでした！！本当、にこれ映像化しても面白いんじゃな
いの⁈と思えるお話しだと思います！おろげというモノの存在も初
めて知りましが、もはや魔物といった感じなんでしょうかね⁈非常
に恐ろしいなぁと感じました。しかし怪談の部分では無いのです
が、ユウマ君の存在感がなかなか良いですよね！アニメの主人公的
なwそのキャラの存在感好きです！対象的にその魅入られてしまっ
た先生…なぜそんな事になったのか⁈その辺の経緯も気になるとこ
ろです。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員H 18 18 15 15 15 81 完成度が高すぎる三幕構成に、何度読んでも素晴らしいの感想しか
ありません。すごい。「設定→対立→解決」と鮮やかに残酷に進行
していく血飛沫溢れるストーリーと、「おろげ」という造語の異質
さ。ナナフシギチャンネルでネットミームになるのも頷けます。さ
らに、解決後にまだ畳み掛けるエンディングにまた鷲掴みにされて
しまいました。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員I 11 11 10 13 11 56 最後が衝撃でした。子供ができて産休が終わって仕事復帰のタイミ
ングで自殺をさせるなんて。。。すごいですよね。そして夢を見させ
られている彼女はなぜ選ばれたのか、香山さんがいなかったらと思
うと。。。

53 おろげの死に夢 3月度 一般審査員J 17 17 16 13 18 81 学校の二人の先生がそれぞれ、持っている怨念にまつわる話で、も
はやテロのような有り様だと思いました。
ストーリーとして、非常にわかりやすく登場人物の心情も読みやす
くなっていて、良い話と思う

53 おろげの死に夢 神崎マコト 3月度 一般投票 - - - - - 22.8 -
合計 224 219 210 205 220 1,096

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

198 どっち にる 9月度 大赤見ノヴ 17 17 18 18 18 88 平行世界という一見、怖さが薄れてしまうような設定なんですが…
「悪霊」や「呪い」という怪談の怖さとは別の怖さの演出がうま
く、重要人物の突出した魅力が物語を重厚にしており作品の完成度
は抜群に高いです。怖さを求める方からの評価が気になります。み
なさんの評価がどうなるんだろうw

198 どっち にる 9月度 吉田猛々 18 17 18 18 19 90 読後感がいいですね、ラストでひっくり返してくれるこの感覚。フ
リもだれずに、読者もしっかり引き込む筆致。感服です。

198 どっち にる 9月度 毛利嵩志 15 18 18 12 18 81 パラレルワールドもの。ただし単純な「行って帰る」構造になって
いない点、物語を大きく動かすことがないまま、不気味な余韻をほ
のめかして終わる点が新しい。ヨドさんのキャラクターが大事にな
るがそこも立っている。冒頭のあたりはもう少しすっきりまとめら
れるかと思う。

198 どっち にる 9月度 一般審査員A 14 13 15 16 20 78 神崎さんとあきらさんの二強の壁を壊した作品として印象に残って
います。パラレルワールドを扱った珍しい話で、意外さの得点を高
くしています。目の前にいた夫はどっちの世界の住人という謎を残
した形で〆ているのが想像を掻き立てますね。事故物件や忌地と言
われている場所は、別の世界で曰くがあるからダメなんじゃない
かって考えるようになりました。

198 どっち にる 9月度 一般審査員B 14 16 17 13 18 78 引越しの話から昔話になって幻想か異世界の話を旦那がしだした時
の奥さんの状況はまじで、怖いと思いました。冗談を言ってる感じ
じゃ無いのがわかった瞬間、サーって血の気が引くのがわかりま
す。でも、旦那さんが体験しているのはあちら側の世界の事なので
この話は異世界転生ものなのかもしれませんね。

198 どっち にる 9月度 一般審査員C 17 17 15 15 17 81 心霊ホラーとは別のベクトルだが、最後にガッツリ怖さを演出され
とても良かった。
導入も自然で且つ意味のある導入になっており、全体的にかなりレ
ベルが高い印象。
とにかく無駄がなく読みやすい。
キャラクターも立っており言うこと無し。
ただ、ヨドさんとの会話で笑いがあればもう一段深みが増したかも
しれない。
しかし、全てを語らず謎を残しているのも「分かってるな…！」と
思わせる。
個人的好みとしては心霊ホラーだとなお良かった。
…が、心霊ホラーも並行世界と親和性あるし、やっぱりこれはこれ
で良いものであった。

198 どっち にる 9月度 一般審査員D 18 19 17 18 18 90 何度読んでも鳥肌が立ちます。あまりに見事な展開。パラレルワー
ルドの話はある程度展開が予想できてしまうことが多いのですが、
これはその上をいっていて最後までハラハラしっぱなしでした。結
末を読むと、また初めから読み直したくなるし、思わずタイトルを
呟いてしまったのは私だけではないはず。ヨドさんが語ったことは
本当なのか、実は全て旦那さんの妄想なのではないか、様々な可能
性があるものの否定する要素がない奥さんの不安感と恐怖は計り知
れないものがあると思います。ただ不思議なだけじゃない、とても
面白い話です。

198 どっち にる 9月度 一般審査員E 20 20 20 20 20 100 本当にどっちなの？タイトルと内容がぴったりですね。日常の何気
無い夫婦の会話だったのに最後に判明する話の最初から何もかも逆
だという事。最後に全てが覆る展開なのに再度読んでもゾッとしま
す。最後に書かれている「二つ隣の町にあった宗教施設で起きた事
件。」これをスピンオフとして書いて欲しいです。

198 どっち にる 9月度 一般審査員F 18 16 17 17 17 85 タイチはいつの間に入れ替わったのだろうか…。思うに、恐らく、
タイチがヨドガワさんに傾倒していき、頭の中にこっちとは別の
あっちの世界の地図のようなものがなんとなく出来上がっていた頃
なんじゃないだろうか。ヨドガワさんがあっちの世界で詐欺師だっ
た、というのもキーになるのかな。それが大きく影響を及ぼしてし
まったのだろうか。結局、タイチ自身は入れ替わった事に気づいて
いないようだけれど、あっちの世界のタイチは大抵のことはさっさ
と決めたがるタイプだったのが、煮え切らず、ヨドガワをあてにし
たがるのは、今のタイチはもともとこっちの世界のタイチだったと
いう事なんだろう。実際にパラレルワールドの自分といつの間にか
入れ替わっていたら怖い。お話自体にユーモア性もあるな、と思い
ました。

198 どっち にる 9月度 一般審査員G 20 18 18 10 18 84 幽霊とかでは無く、こういう不思議系や人怖も混じった様な怪談は
個人的には大好きです。怖さもおどろおどろしいモノでは無いので
すが、ジワリとくる感じ、特に後半まさかの展開とそこからくる怖
さが絶妙に良かったです。なので、怖さや意外さ等高得点を付けさ
せて頂きました。結末もいい感じに余韻が残り、その後どうなった
のか⁈など色々と考えてしまいました。並行世界、興味ありますね
…本当に面白いお話しでした！

198 どっち にる 9月度 一般審査員H 15 15 15 20 10 75 SF怪談が好きな人にはぜひ読んで欲しい作品です。グランプリ決定
のため再度読ませて頂きましたがシンプルに面白いし、後半の展開
はわくわくしました。日常の雑談からこんなにジャンプしても、
しっかり怖くてしっかり面白い。ヨドさんのキャラクターがとにか
く良い。魅力的な悪役に夢中になりました。前回の書評でも書かせ
て頂きましたが、ヨドさんのスピンオフが読みたいです。

198 どっち にる 9月度 一般審査員I 12 11 12 12 11 58 平行世界からやってきたのか、逆に彼以外が並行世界からやってき
たのか。。。不気味なお話ですよね。ヨドガワさんは逮捕されたから
消えてしまったのか。私の周りにもいるのかな異世界から来た人。
ちょっといて欲しいなという気持ちがあったりはしますね。自分が
行くのは怖いけど

198 どっち にる 9月度 一般審査員J 15 15 18 15 18 81 並行世界の違いをうまく考えているとても面白い話だった。それを
利用したコンサルティングのようなことをできるというとても新し
い考えが新鮮だった。

198 どっち にる 9月度 一般投票 - - - - - 9.8 -
合計 213 212 218 204 222 1,079

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

136 無垢な願い あきら 6月度 大赤見ノヴ 17 17 16 16 17 83 主人公の子供が保育園で遊んでいる「エンちゃん」そんな子は保育
園にいない…。シチュエーションとしては新しさは無いんですがそ
こは「仕掛け」のうまさで群を抜くあきらさん。ゆっくりと段階を
踏みながら同級生の各家庭にエンちゃんが現れる。都市伝説として
語られていてもおかしくないであろう展開！一気に読めましてあま
りの秀逸さにより他の並びの作品の点数を再度調整し直した記憶が
あります。

136 無垢な願い あきら 6月度 吉田猛々 18 17 16 17 17 85 方言での名前の意味が悲しくも、儚くもある怪異譚。イマジナリー
フレンド系のお話の中でも恐怖が際立っているお話だと思います。

136 無垢な願い あきら 6月度 毛利嵩志 18 15 18 12 20 83 ああ、現代怪談でよく見るイマジナリーフレンド（を模した異形）
の話か⏤⏤と思わせておいて、ラスト1/4で急転直下、独自の結末
に向かいます。既存のパターンを捻ったものではありますが、バッ
ドエンドのまま幕引きなのが印象度を高めています。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員A 20 16 18 16 18 88 スーパーバットエンドとはこの事。怖さの部門ならばトップクラス
の話だと思います。どうやって回避できるのかなって考えました
が、チャリ屋に行ったのは必然だった気がするので回避できない運
命だったのかな。徐々に迫ってくる恐怖。自分には見えないけど、
子供には見える不安。この手の話の場合、主人公だけが感じる違和
感だけど、それは他の保護者も感じていたことなのが良くある話と
は毛色が違うと思います。年間チャンピオン候補だと私は感じまし
た。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員B 16 13 12 10 13 64 得体の知れないものが日に日に近づいてくる怖さがある話で、子供
の純粋さが怖いことに繋がっていく感じがいいですね。最後はエン
ちゃんという存在を利用して悪霊が子供に取り憑いた感じなんで
しょうか。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員C 16 16 17 15 15 79 大人が皆体験した事が子供時代ですが、いつしか忘れてしまった体
験は往々にありますね。とくに幼い時は架空の人物とお友達になり
自我が確立してゆくと共に自然と消えてゆく‥無垢がゆえに何処ま
でも絡みつく子供の霊や、自分が亡くなった事に気付いていない
者、成仏を願わない者はいつまで悪気も無く現世に残り続けると聞
きます。子供の霊ならではのしつこさがありました。展開としては
そこまでの新しさや、ユーモアは少し足りなかったです。もう一山
展開が欲しいかったところ。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員D 16 13 16 15 17 77 イマジナリーフレンドの話ならば微笑ましい成長の話だったのに…
と読み進めながらどんどん気分が悪くなるような展開でした。イマ
ジナリーフレンドならば1人にしか見えないはずだし、場所も関係
ないはず。保育士さんが見逃してしまうのも仕方ないと思いまし
た。伝染する怪談のような集団ヒステリーような、じわじわと迫り
くる怪異をなす術なく見ていることしかできない歯痒さと恐怖が上
手く描写されていると思いました。ただ、最終的に、なぜこの家が
選ばれたのか。ダイちゃんは怪しいものに魅入られるほど切望した
「やさしいおかあさん」を簡単に諦めて怪異に託してしまったの
か。そこがごっそり抜けているため、最終的に駆け足になってしま
いそれまでの丁寧な描き方に比べて粗さを感じてしまいました。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員E 20 20 20 16 18 94 園児が作り出したイマジナリーフレンドなのか？もしくは子供の霊
が視えてしまったのか…一人の園児からクラスの園児へと伝染して
行く恐怖。再度読んでも最後に「エンちゃん」が我が子のミナと重
なって見えて、主人公が絶望する終わりにゾッとしました。優しい
お母さんとずっと一緒にいたいという無垢な願いが恐怖に変わる所
がとても怖かったです。「エンちゃん」が『居ない子』というのは
上手いと思いました。映像化、シリーズ化が出来る作品だと思いま
した。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員F 19 16 17 15 16 83 まさかのターゲットが自分(語り手)だった、という怖さ。謎の子供
『エンちゃん』はお話の早い段階から登場し、少しずつ正体が明ら
かになっていく。その中で感じる言い知れぬ不安がどんどん大きく
なっていく。娘のミナちゃんの通う保育園のクラスに一月程前から
突如現れた『エンちゃん』は子供達には見えているが、大人には見
えない。そもそもの始まりは、クラスでも大人しいダイちゃんらし
い―。ダイちゃんが両親がいない寂しさから生み出したイマジナ
リーフレンドが、その枠を越えてダイちゃんの願いを叶える為に自
ら動き出したと考えると怖い。若くて優しくて愛情をたっぷり注い
でくれる母親を求めたダイちゃんの無垢な願いがこんな形で叶えら
れるというのは何とも皮肉だ。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員G 18 16 16 10 15 75 やっぱり何度読んでも怖いお話しですよね…ストーリーも迫ってく
る感じがゾクゾクして良いですよねぇ〜！また子を持つ親としても
共感出来る所や、もし自分がその立場になったらどう思うんだろう
とか…色々な事を考えながら読み進めました。後半にいくにつれ
て、怪異に拍車がかかり怖さも増してきてのバッドエンド…。怖さ
もMAXでした！お話しの構成も良く読みやすく、高得点なお話し
だったと思います。やっぱり怖さの点が1番でしたね！

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員H 20 18 15 10 15 78 半年ぶりに読みましたが、やはり感情描写の上手さに震えた怪談で
すね。作品の登場人物の感情描写も素晴らしいですが、読者の感情
を狙って、さらにコンロトールするような展開が本当に素晴らしい
です。どんどん近寄ってくる緊張感を読者も味わえる、かなり完成
度の高い作品だと思います。解決しない幕切りも初見じゃないのに
ゾワゾワしました。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員I 18 15 14 11 16 74 全然内容覚えてます。すごくリアルでドキドキしながら読み進めら
れた作品でした。この作品がグランプリだったらいいなと思いま
す。本当に好きな作品です。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般審査員J 18 18 18 13 18 85 イマジナリーフレンドが実際に他者も認識できる存在となる怖さを
非常に感じました。怪奇現象は、人の思いから生じるということを
何かで聞いたことがあった。まさにそのたぐいの話であり、とても
良かった。

136 無垢な願い あきら 6月度 一般投票 - - - - - 13.0 -
合計 234 210 213 176 215 1,061

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

175 夜には此処へ あきら 8月度 大赤見ノヴ 17 17 17 16 16 83 歪んだ母親の禍々しい愛情。それを主人公の奥さんが紐解いて行く
という、なんというか突き抜けた人の怖さがありました。これ、奥
さんの視点でホラゲとしてプレイしたいですね。それだけ作品に魅
力があるからそういう感想が出てくるんです。

175 夜には此処へ あきら 8月度 吉田猛々 20 20 18 16 19 93 個人的な感覚では一位ですね、とても好みです。再読して尚、深み
の増す恐怖。極上の怖いを堪能できました。

175 夜には此処へ あきら 8月度 毛利嵩志 18 18 18 12 15 81 「亡き義母による束縛から夫を救うため、実家へ対決しに行く妻」
という、奇をてらわずキッチリと組み上げたストーリー。家中の散
策そのものが、義母の狂気と向き合う旅になっていて手堅いです。
現実的な手段によってあっさり決着がついてしまう点が少しもった
いないかも。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員A 18 16 15 15 16 80 あんまり話題にならなかったけど、あきらさんが三連覇を果たした
作品で映像化向きな話だと思いました。よく親離れできない子供っ
て聞くけど、この手の話の多くは子離れが出来ない大人なんですよ
ね。母親の死から始まる恐怖、亡くなった後に悪夢を見る旦那。実
家に行ってから起きる怪異。実家をぶっ壊すラストのシーンからの
エンドロールを想像しました。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員B 15 14 12 10 10 61 家族の執着はこじらせると本当にヤバいと思います。人を良くする
のも、ダメにするのも愛情だと思いますが、ちょうどいいとかは無
いのでこういう事が起きてしまうんでしょうかね。奥様の愛情の力
が強くて本当に良かったです。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員C 16 16 17 15 15 79 埃臭さや空気感も伝わる文章。すりガラスの向こうに居る霊の不気
味な表現方法が心象に残りました。人に執拗に固執し続けるとお互
いに待ち受ける結末はバッドエンド。悪夢の因果を断ち切るため奮
闘する奥さんはかっこいいです。文章も明瞭な表現で読み易くスラ
スラと読めました。それだけになかなか他の作品と比較すると印象
はあまり強く無かったです。人間の独占欲や嫉妬で生々しい醜さの
部分が際立って良かったです。展開はひと山欲しかったです。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員D 18 17 14 16 16 81 義母のどす黒い執念と奥さんの強い信念のコントラストが明確に描
かれていて最後までスピード感ある展開のお話でした。母親の一人
息子に対する愛情を超越した執着が、息子を苦しめるという矛盾。
こうなってしまうと相手のことを思いやれない愛情は愛ではなく、
自己満足の執着だというのがよく伝わりました。夜だけ自分だけの
ものにしようとする呪いをかけるのはもはや毒親なんて可愛いレベ
ルではないですね…

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員E 20 18 20 15 20 93 再度読んでも、奥さんがご主人の実家の中で必要な物を探す緊迫の
場面の描き方が上手くて手に汗握るとは、このことだなと思うくら
い入り込んで読みました。人間ダメと言われるとやりたくなるのが
常ですね笑。入ってはいけない部屋に入って、旦那さんの字で「こ
こから出してくれ」と書かれた襖の所は、読んで分かっていても怖
かったです。家が無くなって母親の思いもなくなってくれるといい
と切に願うのとは裏腹に続編を読みたいと思ってしまいました。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員F 19 17 17 15 16 84 これも毒親の怖さを突き詰めたようなお話。息子を溺愛する母親、
というのはよく耳にするけれど、ここまで異常で狂気を感じるよう
なものはあるだろうか…。執着の恐ろしさを感じる。精神的にここ
まで縛られ、追い詰められたら、私ならきっと自分の方が先に壊さ
れ参ってしまう気がする。そういう意味では、この旦那さんはよく
ここまで耐えてきたな、と思う。夢と現実が交錯するように実家の
一室に閉じ込められて出られない、というのも怖いけれど、やはり
お母さんの執念の強さに感じる恐さは最強かもしれない。昔の写真
ではなく、最近の写真、というところに底知れぬ恐怖を感じまし
た。最後に実家が解体された事で、本当に束縛から解放されて二人
が救われたのならいいのだけれど。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員G 20 17 15 10 15 77 怖さはぶっちぎりでしたね…その怖さも人怖や色々な部分が入り混
じり、でも単なる怪談ではなく、義母の執着や怨念の様な人間の本
質の恐ろしさに迫る部分も感じられ、同じ子を持つ親として、色々
と考えさせられるお話しでもあったと思います。また文章構成にも
工夫が感じられ、とても読みやすく一気に最後まで読んでしまいた
くなるお話しでした。全体的に高得点な怪談だったと思います。ま
たタイトルも怖さというよりも詩的な美しさを感じるような。でも
話しとのギャップもあり秀逸だなぁと思いました。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員H 20 20 15 10 15 80 グランプリ作品の中で、特に人怖が凄まじい作品だと思ってます。
ホコリ、隙間、光、場面が変わる度に緊張感が積み重なってオチへ
の期待がどんどん上がっていくのに、その期待を激しく超える描写
が出てくる。気持ち悪さのパレードに息を浅くしながら読み進めま
した。（2回目の審査なのに！！）正直、解体エンドじゃなかった
ら夢に出てきそうです。体調が良い時に読んでね。と言いたい怪談
です。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員I 14 12 12 11 11 60 お母さんの執念をリアルに感じます。人に対して子供に対してこん
なに執着できるのかっていうのがうまくかけていると思います。夜
に自分の元に引き寄せる方法も独特で、おもしろかったです。家を
解体したくらいでお母さんの執念から逃れられるのかって不安しか
残らないお話でした。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般審査員J 19 19 19 15 18 90 主人公の母親が生きている間のヒトコワ的な側面と亡くなってから
の執着・呪いのようなもの２種類の話を同時に聞いているような非
常に怖い話だった。ヒトの思いが怪奇現象を発生させるというのが
一種の呪術のような部屋を作り上げたのだと思った。ひたすらに怖
い話だった。

175 夜には此処へ あきら 8月度 一般投票 - - - - - 9.8 -
合計 234 221 209 176 202 1,052

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

148 流転 あきら 7月度 大赤見ノヴ 16 16 15 16 16 79 おじいちゃんに着いて行った場所はその集落にまつわる重要な場所
で…という登場人物の少なさ！それだけ、軸になっている集落にま
つわる怪異に説得力があり余計な枝が必要無いんですね。ただ他の
グランプリと比べないといけないのでどうしても怖さが少し足りな
いですが作品としては素晴らしいです。

148 流転 あきら 7月度 吉田猛々 18 19 19 17 19 92 障りなきよう、形式でのみ崇められる存在。夏の風景と相まって、
ほの悲しい友情譚のような、どこか懐かしい憧憬のようなものを感
じました。

148 流転 あきら 7月度 毛利嵩志 18 20 18 12 18 86 大権現の設定など実話怪談チックな仏教ネタをベースに、ただ描い
た怪異が「怖い」だけではなく、「物悲しい」存在としてしんみり
終わるところまで、読者を巧みに誘導する技はさすがだと思いま
す。タイトル『流転』の意味が最終盤で明らかになるなど、心にく
いばかり。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員A 16 16 16 16 16 80 グランプリに選ばれた作品の中で珍しく心が温まる話だと思いま
す。全体的にノスタルジックなムードを感じますが、しっかりと怖
さもある描写もある。ホトケサマと言われる人の念みたいなものが
本当の意味で神仏に至る過程を描いたのは新鮮でした。その一方で
主人公が目撃した異形の姿は恐ろしく、トラウマになるかもしれな
い姿をしていたため怖い側面もしっかりと描いていたのが良かった
と思います。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員B 14 12 13 10 12 61 大切に扱ったり、拝んだり、愛情を込めると気が集まり、それが気
を持つとそれに気持ちが生まれる。日本人は気の力が強いせいか、
その力で八百万の神を生み出してきました。だから、この話も実話
に近い話なのかも知れないと思いました。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員C 17 16 16 15 16 80 そこに人が居てその数だけ想いがありそこで初めて役割を得て、そ
して自己が形成されてゆく。やがて時が経ち人々の記憶から完全に
消えてしまった時にただ残されてしまったモノ。話を読み進める事
に情景がセピア調に思い浮かびました。祖父と異形と化した者の関
係性が良かったです。丁寧であり明瞭な文章でスッキリと静かに読
み終えることが出来ました。異形の者の描写の細かさには怖さと鋭
さもあり、また祖父の突飛な行動にも伏線回収され読後も◎。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員D 16 18 17 18 17 86 個人的に大好きなノスタルジー怪談でなんだか泣きそうになってし
まいました。疲れている時に優しい怪談かもしれません。人の念か
ら生まれた「何か」が忘れられて陰の気を孕んでいくという話はよ
くありますが、このホトケサマはいつまでも仲良くしてくれた友達
のことを覚えていて、感謝までしているのは新しいと思います。情
景描写がとても丁寧で、ふと周りの音が聞こえなくなる不気味さに
思わず鳥肌が立ちました。そもそも人の暖かい気持ちから生まれた
ものだからこそ、そういう部分もあったのかと思うとこのホトケサ
マもちゃんと明るいところに上がっていたらいいな、と思わずにい
られません。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員E 18 20 20 16 20 94 一年に一度のお参りを待っている「ホトケサマ」の淋しさが読み取
れてウルっときます。人間が身勝手に作った空っぽの薬師堂を曾祖
父の時代から守り、腕に傷まで作って、会いに行く祖父の優しさに
再度読んでも感動の怪談話でした。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員F 16 17 16 15 16 80 怖さよりも、どこか悲しさや儚さ、また愛しさも感じさせる素敵な
お話でした。元々は人々の祈りや思いの念が形となって、異形のホ
トケサマを作り出してしまった。でも、それは本当の仏様ではな
く、人間の心から生まれたものだから、嫉妬や怒りといった感情を
持ってしまった。人間は自分達の都合で崇めたり、崇めなくなった
りする。薬師堂を取り壊そうとすると事故が起こる。ただ放置して
いるだけでは障りが起きてしまう。アキのおじいちゃんが最後のホ
トケサマの見届け人となったのでしょうが、おじいちゃんは単にお
参りする役目だから、という事ではなく、ホトケサマの姿を子供の
頃には見ているし、交流もあった。ホトケサマの方も、そんなおじ
いちゃんだからこそ、最後まで一年に一度でも会えるのを楽しみに
していたのかもしれない。そう思うと、どこか心が暖かくなるよう
な気もします。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員G 16 15 15 10 15 71 個人的にはこういったノスタルジックな怪談、好きですね…昔話風
な感じと怪異のミックスは読んでいてどこかほっこりする様な感じ
さえもします。このお話しは単に怖い！だけではなく、おじいちゃ
んとの触れ合いから感じる温かさの様な所も私は好きです。なので
そこに怖さがくるとキャップでより怖さが増すように思えました。
その辺の緩急が上手なぁと！構成もわかりやすく描写や表現も丁寧
なので、読みやすい所も良かったと思います。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員H 20 15 18 15 10 78 この怪談、尖った恐怖じゃないんですよね。ぬるま湯の心地で虚無
感に浸かるような…そんな経験ができる怪談だと思ってます。心霊
バーン！血飛沫バーン！ではなく、重量感のある切なさを感じる内
容になっているので、いろんな人に読んでもらいたいと感じまし
た。どうやったらこんな魅力的な舞台装置を思いつくんだろう。本
当にすごい。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員I 13 12 12 11 12 60 寂しい、人恋しい、一人になりたくない、お前といたいというのが
ひしひしと感じました。本当におじいさんの代で終わってよかった
なと思いました。異形であってもちゃんと気持ちがあるのだなとい
うところが今までになかったような。

148 流転 あきら 7月度 一般審査員J 15 18 15 15 18 81 とても切なく悲しい話だったと思う。怪奇現象の大半は人の思いか
ら生じるのではないかと思わせるとても良い話だった。お堂にいた
ナニカがきれいに無くなって、主人公の祖父と会えていることを
願っている。CLAMP先生のHOLICxxxやジブリの映画を思い出し
た。

148 流転 あきら 7月度 一般投票 - - - - - 9 -
合計 213 214 210 186 205 1,037
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No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 大赤見ノヴ 15 16 17 16 16 80 ウツボという海のギャングを使った斬新な演出、水子さんにまつわ
る重厚な設定、心を抉られるような内容でお腹いっぱいです。イン
パクトって大事だな…と改めて感じました。個人的に重々しい設定
の場合見るのに体力を使うので体調良い日に見たいです。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 吉田猛々 18 17 17 17 17 86 呪詛の恐怖、様々な人間模様と人生、それぞれがミックスされた怪
作。あかうぼという言葉も印象的でした。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 毛利嵩志 15 15 15 18 15 78 短編小説を要約したような性急さを感じます。本来ならもっと登場
人物と場面を絞り、場面ごとの描写に力を割く方が……とお伝えし
たいのですが、小説のコンテストではないですし、これですっきり
と読めるのも事実。評価が難しい作品ですね。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員A 16 12 16 15 18 77 いろいろな登場人物が出てくるため、関係図を理解するのに時間が
かかるかもしれないけど、怖い話のクオリティは一級品だと思いま
す。うつぼを呪いに使っているのが特徴的なんですけど、最後に出
てきた金城さんが脈絡もなく登場してきたのがちょっと残念だなっ
て思っています。でも、黒瀬さんは良いキャラクターだと思うの
で、主人公と一緒にまたコンビを組んでもらいたいと思います。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員B 15 13 14 15 12 69 呪いの話でサスペンスのような展開はとても面白かったです。警察
が妙に協力的だったり、オカルトに詳しいのは謎が残りますがも
し、次回作があるなら、見てみたいです。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員C 15 15 16 15 15 76 所謂ミステリ系ホラーで、探偵役をホラー系ライターにしている手
法は他でも見られるが、今作もきちんとそれがハマっており、最後
までとても楽しめた。主人公も好感が持てるキャラ造形をしてお
り、全体的によく出来ている印象。
ただ、所々描写が足りないようなところがあったり、唐突に見える
展開があったのが残念。
全体が冗長になるのを懸念したのかもしれないが、勿体無いように
感じた。
とは言え、ワードセンスからキャラ配置、謎解きまでハイセンス
だった。
シリーズモノとして読んでみたい。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員D 12 13 15 17 12 69 好みが別れそうな展開だと思いました。グロ展開、呪い、出自不詳
のイタコ、捜査情報を簡単にバラす警察…B級ホラーにありがちな
要素がてんこ盛りで個人的にお腹いっぱいになってしまいました。
創作怪談として楽しめる方にはわくわくする展開かもしれません。
前半は人物描写などわかりやすく描かれていて、文章力があるのが
伝わってきました。突然起こる怪異を主人公が妙にあっさり受け入
れ、B級ホラー展開になってしまうのが個人的には展開に乗り切れ
ませんでした。日常から非日常への境界線と捉えるとある意味メリ
ハリがある作品、と言えるかもしれません。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員E 18 20 20 20 18 96 登場人物全員の描き方が上手くて怪談を超えてヒューマンドラマ小
説としても楽しめました。最後、戸籍の無い金城幸子など謎が解決
していない匂わせた終わり方なので、続編や黒瀬刑事と姫野のコン
ビでシリーズ化して欲しい作品でした。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員F 17 16 17 17 17 84 これも怖さは勿論ですが、ユーモア度も高いお話でした。呪いは怖
いものだけれど、人を呪わば穴二つ、という言葉もあるように、人
を呪えば必ず自分に返ってくるのだろう。金城という謎の呪詛師の
ような女性は自業自得だとは思うけれど、黒瀬が用意したお札の力
で、自分が編み出した呪いと全く同じ呪いによって死んだのでしょ
うね。黒瀬という刑事との間に何か因縁があったのでしょうか。一
番怖いのは姫野の言うように黒瀬刑事かもしれない。会話や何語な
い日常の描写に高いユーモア性を感じます。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員G 16 17 17 10 16 76 読み始めは、何かの小説を読んでいるかの様な感じで、怪談的な要
素は全く感じられず、花岡が校正していく様を目を細めながら読ん
でいたのですが、亡くなった所から急に怪異を感じられる展開が
ちょっとワクワク感！！でも終始小説の様な感じでとても読み応え
がありましたね。もちろん“あかうぼ”は初めて聞きましなが、そん
な呪いなんて存在するんですね…。やっぱりその土地や地域に存在
する色々な呪いや怪異というものは沢山あり、今でも…と考えると
恐ろしくなりました。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員H 15 18 15 10 15 73 遺体の姿がとにかく印象的だったので記憶に焼きついていました。
10月の書評では「脱力した」とあったので 踏ん張りながら読んだ
のに、また脱力しました。オチを知っていたはずなのに、誰が犯人
なの？？誰が元凶なの？？と気を揉んでしまいました。何度読んで
も満足できる濃厚なサスペンスドラマ怪談ですね。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員I 11 12 11 11 11 56 悲しいお話ですが、花岡さんがいい人過ぎてさらに悲しいお話で
す。怖さよりも花岡さんの温かい人柄がきわだってしまって。。。花
岡さんずっと守ってあげて欲しいなと思いました

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般審査員J 17 18 15 15 15 80 ウツボを使った呪詛は、新鮮な話だった。登場人物が推理小説のよ
うな動きをするのも興味深いところだった。

238 あかうぼ 小日向まこと 10月度 一般投票 - - - - - 7.6 -
合計 200 202 205 196 197 1,008

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

39 引児 神崎マコト 2月度 大赤見ノヴ 18 18 17 18 17 88 もはや怪奇宴投稿GPのレギュラー、神マコさんの1発目。引児とい
う名の強さ、それとなく漂うリアルさ、瞬時に頭の中で映像化でき
る文章のうまさ。秀逸な点はいくつもあるんですが私が高評価をつ
けさせてもらった要素は登場人物の少なさと場面展開の少なさにあ
りましてこの2点は話を膨らませる際に必要なポイントなのでこれ
が少ない作品は内容が秀逸なのです。

39 引児 神崎マコト 2月度 吉田猛々 20 20 18 18 18 89 ラストの展開まで含め、高いレベルでまとまっている本当に怖い話
だと思います。引児という、怪異の根源にも強い魅力を感じまし
た。

39 引児 神崎マコト 2月度 毛利嵩志 18 18 18 15 15 84 土地に伝わる妖怪の登場と、祓う者によっての救済という筋書きは
よくあるものですが、溺死シーンの臨場感と、磯の香りを感じさせ
る描写力が光っています。「Bにも狙われていた」という意外性を
活かすならば、その後も現れた方が怖いのでは。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員A 16 14 16 16 18 80 神崎さんの名前を初めて知った話で、改めて読んでみましたがやっ
ぱり怖いですね。理不尽に巻き込まれる怪異。心霊的怖さ、お祓い
で何とかなるというお約束の展開はもちろんあるんですけど、特徴
的なのは匂いで怖さを表現しているところですかね。どこまでも追
いかけてくるという音。そして、実写化した場合のラストシーンも
最後の行だけでイメージできる。非常にいい話だなと思っています

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員B 14 13 12 9 12 60 ホラーにありがちな、注意しても言うことを聞かない人間が死んで
しまうスタートから逆恨みで悪霊になるパターンは王道ですね。そ
して、私には祓えませんがあの方ならが始まり、移動中にピンチに
なるやつ。完璧すぎてお見事です！話し自体はしっかりしていて、
面白かったです。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員C 19 18 17 18 18 90 もう一度じっくりと読み返してみてもやはり良いものはイイ好みの
内容でした。海の怪異はやはり恐ろしいと同時に、親しい友人が怪
へ転じてしまった事への無念の話の奥行きを作っています。文章構
成も読み易く人におすすめしたい怪談。
描写が的確であり五感から感情が伝わってきます。
流れ自体は王道で往年の洒落怖のパターンとも言えますが、丁寧に
紡がれたお話は王道だからこその力を感じました。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員D 18 16 16 15 14 79 何気ない日常から思いがけず怪異に触れてしまったがために、取り
返しのつかないことになってしまう展開に引き込まれました。心霊
スポットに自ら足を運んだわけではないのに、そういう場所に導か
れてしまうというのは何かしらの力が働いていたのでは？とつい勘
ぐってしまいます。目の前で明らかに怪異が起きているのに、バズ
りたいという欲求を優先してしまう人の強欲さにも恐怖を感じまし
た。後輩の自己顕示欲の強さにつけこまれて、あの場に導かれてし
まったのかもしれませんね。個人的に宮司さんの「怪異と縁ができ
てしまった」という言葉が刺さりました。こういうワンフレーズと
ても好きです。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員E 18 10 20 10 10 68 タイトルにもなっている「引児」というネーミングと「引児」の描
き方が素晴らしいです。神社へ行くまでの車内の緊迫した様子が怖
かったです。Bが海で行方不明になっているのに警察が帰るのに
も、先輩をそのまま帰えすのにも、やっぱり違和感がありました。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員F 17 16 16 17 16 82 ついさっきまで過ごしていた後輩との普通の日常が一気に恐怖へと
変わる。引児とは海で亡くなった者達の怨念、無念、悔恨などの負
の念の集合体だというのだが、形を成して現れるのだからその念の
強さが窺える。引児に引っ張られたら最後、助からない、と言われ
ているが、主さんは靴先だけで済んで、運良くいい宮司さんに出会
えたから助かった訳で、もしもそうでなかったら主さんも引児の餌
食になっていたのでしょうね。後輩のBからも狙われるようになる
なんて怖い。ゴポッという音が印象的で、そんな音に敏感に反応し
てしまいそうです。ユーモア度も高く、魅力的な作品です。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員G 17 14 14 10 15 70 ひきじ…初めて聞いた言葉でした。そしてそれは本当に恐ろしい存
在で子供⁈というのが更に怖さに拍車がかかります。また会話や描
写が上手いんですけど特に「ごぽ、ごぽ…」などの音の描写が絶妙
というか、想像力に凄く刺激する、気持ちの悪い音！！それが何度
も出てくるので、気持ち悪さが増してきて話に深みが出てくるなぁ
と感じました。結末もハッピーエンドでは無く、まだ続いている⁈
様な感じも個人的には好きですね！B君見つかると良いけど…

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員H 17 17 10 15 10 69 神崎マコトさんのファンになった作品です。擬音の使い方、印象的
な異臭、登場人物の心理描写などすべてが2月の投稿作品の中では
群を抜いている作品だと感じました。物足りない部分を感じない展
開に読了後の満足度がかなり高いです。たぷたぷ、ごぼごぼなど、
日常生活で聞こえる音に、こんなのありえない！？！と思ってしま
うスピード感MAXのお祓いシーンに夢中になりました。久しぶりに
読みましたが何度読んでもインパクトありますね。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員I 12 10 11 11 11 55 このお話に触れるのは３回目ですよね。最初の審査の時、ナナフシ
ギさんが動画で読まれたとき。そして今回。。。やっぱりこのお話ど
うしても好きになれないのです。なぜでしょう。不思議です

39 引児 神崎マコト 2月度 一般審査員J 18 17 18 15 15 83 海の心霊で負の感情の塊に魅入られる話で、とても怖かった。シン
プルながら主人公の必死さがよく伝わってきた。宮司さんの振る舞
いについてもとてもユーモアがあり、良かったと思う。

39 引児 神崎マコト 2月度 一般投票 - - - - - 7.6 -
合計 222 201 203 187 189 1,005

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

130 暑い 神崎マコト 5月度 大赤見ノヴ 17 17 16 17 16 83 ここに来て神マコさんが少し手法を変えて来てこれが功を奏したの
かGP獲得。見え隠れするリアルさがこの話にはありじわじわと迫
り来る恐怖感が幅広い層に受け入れられる作品だと思います。タイ
トルにもなっている「暑い」このキーワードがある事によって読み
手に強烈なインパクトを残す文章の書き方のうまさが際立ってまし
た。

130 暑い 神崎マコト 5月度 吉田猛々 18 18 18 18 18 90 うだるような暑さが伝わってくるような一編。怪異としての恐怖と
軽妙洒脱な部分、それがほどよくミックスされているのが、神崎さ
んの作品の特徴だと思います。

130 暑い 神崎マコト 5月度 毛利嵩志 18 18 15 18 15 84 夏のうだるような暑さ、ハエの不快感、遺体の腐敗臭……などなど
多彩な質感を盛り込みながら、イヤーな世界へと誘い込んでくれま
す。最後に意外な真相が明かされる展開はすっかりお馴染みです
が、複雑で理解が難しいということはなく、すんなり理解できると
ころが◎。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員A 15 14 15 18 15 77 不用品買い取り業者シリーズとして売り出す作品だと思っていま
す。それくらいキャラクターがしっかりしていて、怖い体験も起こ
る。次の土曜日、仕事が入ったからという所長のセリフでエンド
ロールに入る展開もイメージすることが出来ました。怖い話だけ
ど、どこか前向きになれそうな話なのがいいと思います。この三人
はこれからもいろいろな体験をすると思うので、神崎さんにはぜひ
とも続編を書いてもらいたいです。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員B 15 13 11 15 12 66 私も不用品引き取りのバイトはしたことありますが確かに汚くて危
ない仕事だと思いますね。仕事の半分くらいは亡くなった方の家
だった気がします。いくら姉弟で仲が悪かったくらいでは死んでし
まうくらい引っ張らないと思うんですが、あるんですかね。作業す
る人の意識を何人ももっていてしまう力は怖いですね。死んで間も
ないのに見境なくやるのはわけがわかりません。もともとヤバい人
なら別ですが。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員C 17 16 16 18 17 84 全体的に非常に良かった。
まずバイトの内容が珍しく興味をそそりました。
さらに様々な描写が的確で、季節を感じたり、ポツンと一軒家のよ
うな風景をしっかり頭に描かせてくれた。
キャラクターもそれぞれ立たせてあり、人間味をしっかり感じた。
（所長が狸親父なのが個人的に身に覚えがあり過ぎてかなりリアリ
ティを感じてしまう…！）
その上で、キャラがホラーシーンにもしっかりと絡んでくるので、
本人の焦りがしっかり伝わってきて印象が良い。
映像化して更にはシリーズ化したいと思わせてくれるレベルの素晴
らしい内容でした。タイトルはもう一つ考えてほしかったです。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員D 16 15 13 15 14 73 家族のことは家族にしか分かりません。この姉弟の間にも周りには
理解できない確執があったのだと思います。だけど、亡くなってか
ら数日経っても気付かないのは悲しすぎます。助けを求めて悲しみ
の中で命を落とすのではなく、恨んで道連れにしてやるという負の
感情の中死んでいくなんて救いがなさすぎます。全体的に読みやす
く、悲しくも不気味な話だと感じましたが新しさ、意外さは低めで
した。そして、姉に対して向けられていた恨みが無関係の人に向け
られるスイッチが不明なのは、怪異特有の不条理さとも捉えられま
すが弟さんの人間性に由来するものでは？と思います。人物描写が
全体的に浅めな気がしてしまい、少し物足りなさを感じました。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員E 20 20 20 15 20 95 残暑が厳しい中で行われる不用品買い取り作業の暑さがリアルに伝
わって来る中、事故物件では無い物の敷地内で亡くなられていた、
いわく付の家での怪異。所長、大塚さん、タカ君の３人の関係性の
描き方も面白いです。途中に何度も挟まれている「あつい」が徐々
に近づいてくる感じがして、怖さが倍増でした。最後に依頼主の渡
辺さんも同じ庭で亡くなっていて、しかも作業をしていた時には生
きていたかも知れないという展開も見事です。神崎さんの作品は、
情景が頭にリアルの浮かんで来るので素晴らしいと思います。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員F 17 15 15 18 15 80 暑さ、がリアルに伝わってくるようです。猛暑の中で誰にも気づか
れずに死んでいくというのはどんな気持ちになるのだろうか。ただ
ただ、〝暑い〟という苦しみを感じて自分の人生を終えるなんて想
像に堪え難い怖さだ。このお話では怖さは勿論あるのですが、それ
よりもユーモアを感じる作品でした。主人公のタカくんの性格、ノ
リが怖さを和らげているようにも思います。結局、不要品買い取り
の依頼をしてきたお姉さんも弟さんと同じ末路を辿ってしまうとこ
ろがやるせなく悲しいですね。やはり、自分を助けてくれなかった
から、と姉も同じように暑さの中で誰にも気づかれずに死んでいく
ように弟さんが仕組んだ事だったんですかね。だとしたら悲しいで
すね。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員G 15 16 16 13 14 74 今は冬なのに、このお話を読んでいたら真夏の暑さを思い出すくら
い、描写が分かりやすく面白いお話しだったと思います。「あつ
い」この一言がこんなに恐ろしい言葉に聞こえるとは…本当に上手
いですよねぇ〜！引き込まれました。また怪談には珍しく時折り
ユーモアも感じられたので、その点は少し高めに付けさせて頂きま
した。しかしこの話し、怖いだけではなくちょっと切ないという
か、気の毒だなぁと思うお話しでもありました。夏の暑さの中で倒
れて辛かっただろうなぁと。成仏を願います！

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員H 10 10 10 15 10 55 神崎さんの演出の上手さを感じる怪談。雑談が多いのに場面描写が
混乱しない点に文章力を感じました。あきらかに違和感のある場所
を舞台に、ゴチャゴチャ進行していくので、これはフラグなので
は？？と考察好きには最高の怪談に仕上がっていると思います。残
念なのは、このゴチャゴチャがノイズになってしまい、グランプリ
作品同士で競うとなると…若干弱さを感じてしまいますね。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員I 11 10 11 11 11 54 焼ける人なんて見たくないから現れないでほしいですよね。でるだ
けならまだしも暑さも感じさせ命も狙いに来ていて勘弁してくださ
いって感じですよね。でもみんな無事でよかったです

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般審査員J 15 15 17 18 15 80 不用品回収のアルバイトでの体験談というところも非常に面白かっ
た。また、因果応報となくなった方の恨みの深さを読者に読みやす
い物となっていた。また登場人物の雰囲気や気持ちの移り変わりも
ユーモアが効いていて、とても良かった。

130 暑い 神崎マコト 5月度 一般投票 - - - - - 5.4 -
合計 204 197 193 209 192 1,000

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

90 あきら 4月度 大赤見ノヴ 15 16 17 18 17 83 1年間で最多グランプリ獲得した、あきらさんは「仕掛け」が秀逸
なんですよね。洒落怖の復活が裏テーマのこの大会に1番沿ってる
のがこの作品でした。読み手に障りがあるかもよ…と言っちゃわな
いご協力お願いしますという感じ…エロいっすねぇw集落、因習、
などを絡めた洒落怖幕の内弁当なんですがどの要素も邪魔しあって
ないんです。これは構成が秀逸だからなんですね。素晴らしい。

90 あきら 4月度 吉田猛々 19 20 17 16 18 90 悲しい、とにかくそれに尽きます。それに伴い、リアリティーのあ
る集落の空気感も強く伝わってきました。そして子供を殺める際の
「自分で探せ！」という言葉、最大の嫌悪です。

90 あきら 4月度 毛利嵩志 18 18 18 12 20 86 二重三重に意外性の罠をしかけておきながら、それを複雑に思わせ
ない構成力を評価したいです。「あの子」の描写も断片的なものに
おさえ、想像力を掻き立てることに成功しています。オカルト好き
の読者自身を巻き込んでいくアイデアも◎。

90 あきら 4月度 一般審査員A 15 14 17 16 13 75 前の書評でも書きましたが、注意書きから物語が始まるのは新鮮。
動画化したらテロップとして使われるかもしれない。閉鎖的な村で
行われる儀式がグロテスクで、異形のものが出てくる描写もリア
ル。一人語りで話が進んでいくけど、ここは人によって好みが分か
れるかもしれませんね。

90 あきら 4月度 一般審査員B 13 12 13 14 12 64 昔からある、紫の手鏡の話を複雑にして土着的な話を掛け合わせた
感じですかね。正直あまり好きではないやり方です。作り話だとし
ても自分たちが助かる為に他人を巻き込むのは気分が悪くなります
ね。まさに不快談話。

90 あきら 4月度 一般審査員C 17 16 17 16 18 84 まず最初に読む者が躊躇するような書き出しで既にこれから始まる
物語への引き込み方がとても上手でしたそして読み始めていくと何
とまぁ悍ましく陰惨な因習とでも言いましょうか　湿度や暗さ、そ
して臭いまで想像出来てしまうようなドス黒いお話で最後まで楽し
めました　自分勝手な人間の怖さがとてもポイント高いです　それ
とまさかの婚礼の儀！そっちかーとカウンターを決められたので意
外さは高めとなりました。

90 あきら 4月度 一般審査員D 14 13 15 16 17 75 閉ざされた集落で行われたとされる忌まわしい因習。今の時代に見
ると恐ろしいですが、近親相姦も口減らしの歴史も残っているので
こういうことも実際に起きていたと思います。実際には生まれてき
ても死産だったり、母子ともに助からないことがほとんどだったと
思いますが。この話に登場する母親は元々の深い愛情があったから
こそ、この悲劇が起きたのではないかと思いました。冒頭の謎の儀
式の意味が最後に回収され、なるほどど感心。そして、母がいるか
ら子が呼ばれる、しかしお互いの姿は見えないというのを検証した
のは誰なのでしょうか。一族が滅亡するまで呪いが深いのであれ
ば、弔い供養する人がいてもおかしくないと思います。何故そこま
で放置したのか。呪いを拡散することを優先するのは何故なのか。
オカルトに都合のいい展開になっている気がしてしまい、最終的に
怖さが低めになってしまいました。

90 あきら 4月度 一般審査員E 10 10 10 10 10 50 前回も書きましたが、冒頭の事前準備が一回読むと「オトリ」にす
る事がネタバレになるので、二回目に読むと先が分かってしまうの
で怖さは半減です。好みの問題だと思うので大変申し訳ないのです
が、苦手な内容で正直再度読むのが辛かったです。

90 あきら 4月度 一般審査員F 18 17 17 15 16 83 読めば読む程、じわじわくる怖さを感じるお話です。お話の中で、
集落の長が自分の娘と異形の子として生まれてきた孫を閉じ込め、
すぐ死ぬだろうとたかをくくっていたが、思惑が外れ、想像以上に
生き続ける二人を放置して死に追いやる様は狂気的で怖いけれど、
それ以上に、こういう事があった、という話を聞かされた自分にも
その異形の子の呪いが振りかかる、という心理的怖さ。この話を拡
散するのに、SNSで広めて欲しいとか、その辺りは新しくて現代的
ですね。もしも、本当にその子が目の前に現れたら…母の鞠子を呼
んでしまったら…。そんな不安も過る怖さも見事です。

90 あきら 4月度 一般審査員G 18 16 18 10 16 78 やっぱり怖い！！もう出だしから怖い！よく出来た怪談といえばそ
うなんですけど、読み手に怪異が凄く想像できて、村の様子やその
他の描写も分かりやすいでのでとても読みやすいお話しだったと思
います。初めて聞くパターンのお話しだったので新しさは高得点
に。また怖さもぶっちぎりだったのでその点も高得点とさせて頂き
ました。しかし怖いんですけど、この話しの根本はとても悲しく切
ない村の悪風習であって、それを考えると悲しい怪談でもあるの
で、切ない気持ちになりました。話の構成も工夫がしてあり、最後
までずーっと怖い怪談でした。

90 あきら 4月度 一般審査員H 15 20 10 10 15 70 注文の多い料理店のような印象的な導入に、過去の投稿作品とは違
う悪寒を感じました。読み進めた事を後悔するような内容に吐き気
を感じました。こんなに怖く悲しく尖った内容の怪談が書ける人が
いる事にあらためて恐怖を感じました。自分では選ばない重さなの
で、読める機会が持てて良かったです。文脈の美しさをかき消すほ
どの迫力と鋭さは一番ではないでしょうか。

90 あきら 4月度 一般審査員I 13 12 11 11 12 59 鞠子を呼び出すための儀式は２ちゃんねるであったおつかれさまみ
たいですよね。異形で生まれたくて生まれたわけではないのに、大
人の勝手で異形に生まれたばっかりに。。。血が濃いと異形が生まれ
る可能性が多いとは言われますが、本当なんでしょうかね。鞠子さ
んが異形であっても子供を心から愛してたこと、子供も鞠子が好き
だったことが伝わってきてよいお話ですが、最後は幸せになりたい
２人がとてもかわいそうでした

90 あきら 4月度 一般審査員J 15 16 15 18 15 79 最初の準備というところが中盤以降で、意味がわかり、更にゾッと
する意味であったとなっていたところがとても良かった。また、悲
しいエピソードであり、読者に想像しやすい書き方になっていると
ころも良かった。

90 あきら 4月度 一般投票 - - - - - 5.4 -
合計 200 200 195 182 199 981

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 大赤見ノヴ 15 15 16 16 15 77 見事初代GPに輝いた作品。まだ全てにおいて手探りな状態だった
とは言え初代GPは不変です。その上でコメントさせて頂くと…他
のグランプリ作品に比べて核となる恐怖が少ないと感じました。た
だ黒い子宮の名に恥じない怪異、母親が魔物になってしまうパター
ン、のび太のパラレル西遊記しかり真メガテンしかり男はトラウマ
になりますよね。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 吉田猛々 18 18 18 17 18 89 家族のバランスが崩れた時、幸せな家庭ほどその落差は激しくな
る。様々な恐怖の要素がうまく混ざったお話だなと感じました。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 毛利嵩志 18 18 18 12 15 81 記念すべき第一回のグランプリ作品です。小説風の投稿作が多く
なっている現在から見れば、実話怪談風の聞き書きと折衷したよう
な作風は新鮮。文章に荒けずりなところが散見されますが、今見て
も不気味な読後感であり、大して問題にはならないでしょう。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員A 16 16 16 16 16 80 個人的な採点の基準ですが、M-1みたいに最初に出てくる話を基準
にしたいと思います。改めて読んでみましたが、やっぱり怖いです
ね。石炭のように真っ黒な子宮と胎盤を映像化したら間違いなく気
味が悪いと思えます。人の怖さと心霊的な怖さ。神社でのお祓い。
洒落怖にありそうな話なので総合的に得点は高くしていますが、映
像化した時最後のシーンはどうなるのかはちょっと思いつかないで
すね。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員B 15 13 14 10 13 65 所々、違和感や無理な流れはありますが話はまとまっていて怖かっ
たです。1番身近な家族が恐怖の対象になるのはすごく辛い事です
ね。愛が深ければ憎しみも同じだけ深くなるので家族からの憎しみ
が1番深いかもしれませんね。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員C 19 18 18 17 17 89 酷い腐臭すら漂うような文字どおり黒い…漆黒怪談。想いが或いは
執念がそれを創り出したのか、迫り来るそれを想像するだけで悍ま
しい光景です。文章も導入部分から徐々に物語に浸透してゆく没入
感も強く、改めて文章構成の上手さが伝わりました。私個人として
はこういう幽霊や、化け物のハッキリとした細かな描写が書かれて
いるのが好みです。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員D 18 14 16 13 17 78 時間をおいて読んでも不気味で後味が悪い話です。なぜ語り手の方
が仏門に入られたのか、という切り口から始まりある家族に起きた
不幸な出来事をきっかけとして、起きた恐ろしい話から目が離せず
長編ではあるものの最後まで一気に読んでしまいました。お父様を
急に亡くし、失意のどん底にいる家族というのは想像できますが、
そこから息子に夫を重ねて執着が始まるのは完全なる人の狂気。そ
しれ、それをきっかけとして語り手の方に起こることは人智を超え
た「何か」理解しがたいもの。その境目が曖昧なところに怖さを感
じます。全体的に粘着質な空気が漂っており、徐々に日常が狂って
いく描写が中心なので、鋭さはやや低めです。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員E 10 10 15 10 10 55 再度読んでも、おかしくなったお母さんを精神科やお祓いではな
く、いきなり縁切り神社に連れて行く所は違和感でした。築地さん
から聞いたお話が途中からおじさん目線で書かれていたりして読み
難さがありました。お母さんは、築地さんを亡くなったお父さんの
代わりにしたかったのか？もう一度宿したかったのかもよく分かり
ませんでした。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員F 17 15 16 14 15 77 最近、毒親なんて言葉がよく聞かれますが、夫に先立たれた妻が夫
への愛、思いが強すぎた故に、その思いを息子に向けてしまったと
ころから怪異が始まっていく。そう考えると、黒い念の塊、子宮と
なったお母さんには、怖いけれども、その裏に悲しみも感じてしま
う。築地さんが仏門に入られたのが、お母さんから逃げる為や供養
する為ではなく、魔物と化したお母さんを自分の手で祓い殺す為だ
というのがまた悲しくも切ない。お父さんが生きていれば…。そう
思わずにはいられないお話です。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員G 15 14 14 10 14 67 やっぱり怖い！怪談小説の様な中身が濃い！！本当に濃厚なお話し
ですよね〜。描写も丁寧で細かいので怖さの伝わりもストレートと
いうか…読んでいてどんどん引き込まれるお話しです。出産経験の
ある同じ女性としても、タイトルからとても興味もありましたし、
怖さも倍な感じでした。話も秀逸でしたが、タイトルもなかなかの
インパクトがありタイトルの重要性も大事だなぁと感じた怪談でも
ありましたね！是非映像化で見てみたいとも思わせる様なお話し
だったと思いました。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員H 15 15 10 10 15 65 二度と読みたくないと思っていたのに、また読むことになるとは…
出産経験をした事がある女性なら脳裏に焼きつくタイトルと内容で
はないでしょうか。父親の死後に狂っていく母親を容赦無くエグい
終焉まで書いてあるこの怪談は1月最初のグランプリという事もあ
り、凄く印象的でした。ユーモアや新しさは感じにくい内容ではあ
りますが、クライマックスまでの恐怖を感じた点を高く評価させて
頂きました。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員I 12 11 12 11 11 57 彼女さん霊感はないけど気づけてよかった。旦那さんのことが大好
きすぎた故なんでしょうが。。。好きすぎるのも怖いなと。想像妊娠
で実際につわりがあったりお腹が出てきたりがあるというのは聞い
たりしますが、子宮の中がこんなに変わってしまうほどなのは本当
に恐怖です

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般審査員J 18 17 18 14 15 82 非常に怖い話だった。家族からの呪いに近い執着を受けたと思いま
した。母親のみに起きたことと縁切り神社で起きたことがとても興
味深かった。また原因不明の妊娠と主人公に向けて起きている夢と
の関係性についても、興味深かった。

7 黒い子宮 垣坂弘紫 1月度 一般投票 - - - - - 7.6 -
合計 206 194 201 170 191 970
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No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 大赤見ノヴ 16 17 16 16 17 82 前月とはうってかわって「怖い女」の人怖なんですがそこに「ナメ
クジ」というスパイスが加わり、小日向ワールドと言っても良い素
晴らしい作品です。これは映像より漫画で見たい作品ですね。オー
ソドックスな設定にオリジナルのスパイスを加えるうまさが際立っ
てました。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 吉田猛々 16 16 16 18 17 83 気持ち悪さへの強い振り切り、それに絡み合う学生達の人間模様が
強く描かれた作品。自然とナメクジに詳しくなれました。役に立
つ、立たないではなく、作品に触れる事で知識が増えるのは読書の
とてもよい所だと思います。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 毛利嵩志 18 18 15 18 15 84 解決役（お婆さん）の存在など怪談の定型パターンをいくつか踏襲
はしていますが、特徴的なのはナメクジの生理的な気持ち悪さを力
押しで押すところでしょう。名前まで「なめくじ」な点など、どこ
かギャグっぽい印象なのも著者の持ち味かと思います。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員A 17 15 16 15 18 81 あかうぼのときはいろいろな登場人物が出てきて、関係図を理解す
るのに時間がかかった印象だけど、今回は登場人物が少なく、話の
構図が見えやすかったのが良いなって思いました。なめくじを呪い
にしているのが面白く、出てきた刑事さんもオカルトを認めてし
まった描写は印象的でした。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員B 12 12 15 15 12 66 ナメクジ異星人の話でナメクジをあそこから出し、人と意識を入れ
替える。でも、そうした理由が付き合ってイチャイチャしたいから
は軽すぎるやろ！と思いました。それで、魂を入れ替える意味が
ちょっとわからないですね。助かるチャンスをそこに残す優しさで
すか？人質にする為でしたか？ナメクジ人間の生態も考え方もわか
らないままでした。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員C 13 14 11 15 13 66 ストーリーの流れ自体は非常に良くまとまっており、ロマンス的な
要素もあるので、面白く読めはしたのだが、どうしても全体的にノ
リが古い印象が拭え無かった。
キャラクターの性格や配置がストーリーのためにある感じと、怪異
があまりにバケモノ過ぎて昔のホラーコミックを読んでいるような
気分になってしまった。
個人的にはホラーにおけるリアリティラインは多少低めでも楽しめ
る方ではあるのだが、流石にちょっとラインを下げすぎている。
文章も所々分かりにくい部分もあった。
ただ、ノリが合う人には合う気はするので、何とも言い難いところ
ではある。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員D 10 12 14 16 9 61 会話と主人公の考えている内容がメインで展開していくので、早い
テンポで進んでいくのは読みやすいと思いました。登場からあから
さまに何か起こすならこの人だ、とすぐに目星をつけられる存在が
登場し、最後まで救いようのない存在のまま退場していくので意外
性は低いです。気持ち悪さはあるものの、怪異というより人の怨念
めいたじっとりとした感情の不気味さが際立っていると感じまし
た。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員E 15 15 20 20 18 88 人とナメクジのDNAは70％が共通しているというのは初耳でした。
再度読むと怖さよりもナメクジの気持ち悪さが勝ってしまいました
が、ナメクジをテーマにした怪談は新しいのと「行田久子」のネー
ミングは面白いなと思いました。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員G 18 18 17 15 15 83 やっぱりこの人怖プラスな話し、大好きですねぇ〜！そして話の構
成も上手で、時折感じるユーモアな感じも良かったです。その緩急
がまたじっとりとする怖さに拍車が掛かかる所もポイント高いで
す！なので怪談では珍しくユーモアの観点も高得点でした。もちろ
ん怖さも言うまでもありませんが！　また“ナメクジ”のタイトルが
どんな感じでこの話の肝になるのかと思っていたのですが、まさか
の！！！！そして怖さに気持ち悪さも加わり、てんこ盛りの怪談で
すよね！初めから終わりまで緩急を感じながらずーっと気持ち悪い
怖さで面白かったです！

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員H 10 15 10 15 10 60 突き抜け方がパンパなく、キモチワルイ…何度読んでもキモチワル
イですね…ナメクジを題材にした怪談は過去の投稿にも無かったの
で、かなりインパクトがありました。SFであり、人怖であり、もし
かしたら実話なのかも…！と期待すらしてしまう、読了後の満足感
が高い作品に感じました。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員I 15 13 12 11 11 62 久子先輩はそもそのなぜナメクジに狙われたのか知りたかったかっ
もです。ちょと気持ち悪い話ではありますが、私の魂はナメクジに
入りたくないな（笑）と思わせるくらい久子先輩のナメクジに関す
る描写が生々しかったです。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般審査員J 18 15 18 18 13 82 ナメクジの妖怪の話は、聞いたことがなく、ナメクジの漢字を使っ
たユーモアのある登場人物も興味深かった。また、ナメクジの呪い
に関しても非常に怖かった。

265 ナメクジ 小日向まこと 11月度 一般投票 - - - - - 2 -
合計 178 180 180 192 168 900


